
 

 

会長通信～活動報告～ 
半田市シルバー人材センター会長の活動報告を「会長通信～活動報告～」として 

会員のみなさま向け、不定期ですが報告させていただきます。  

  愛知県シルバー人材センター連合会  

令和６年度「会長会議・トップセミナー」参加報告 

開催日時    令和６年 11月 21日（金）13時 30分～ 

開催場所    ウィンクあいち 1002会議室 

出 席 者     中村会長、岩橋事務局長 

報   告   この会議は、愛知県下のシルバー人材センター会長・事務局長が一堂に会して、シルバー人材センターを運

営していくうえで参考になる情報を共有し、よりよい方向に事業運営ができるための勉強会として実施されてい

ます。今回は、滋賀県の甲賀市シルバー人材センター理事長平田正男氏による、「老年学とシルバー人材セ

ンターの運営」と題した講演が行われました。約１時間半の講演でした。平田氏の講演資料に基づき、中村が

説明用に図にしてみました。そもそも「老年学（ジェロントロジー）」とは、医学・心理学・生物学、経済学・政

治学・社会学など「自然科学」及び「社会科学」を統合して、人間の高齢化により起こる様々な変化や問題を

解明研究する学問です。機能低下（生物的老化）、意欲低下（心理的老化）、社会関係低下（社会

的老化）などの相互関係による生活環境への影響をどのように解決していくかということです。 

                               この老年学の考え方をシルバー事業運営に活かしていく

ことにより高齢化問題を少しでも解決できるきっかけ作りを

提供し、高齢者の生きがいや人生設計に役立ててもらうと

いうことが、シルバー人材センターの大きな役割であり、期

待されていることだといえます。 

                               甲賀市シルバー人材センターでは、老年学の考え方を中 

長期計画に盛り込んで、会員の方々に事業提起をされて 

みえるようです。ホームページをご訪問ください。人生 100 

年時代の生き方をシルバー事業を通して、今一度、振り返 

り、考えてみることも必要かなと感じました。 

その中で、平田氏は、会員の将来像（なかなか難しい 

のですが）を示されました。大変重要な姿勢であると思い 

ましたので、最後にお示しし、会員のみなさまの心にとめて 

おいていただければ今回のセミナーに参加した一つの成果 

になるかと思います。 

 

                              平田正男氏 

「ジェロントロジー・コンシェルジュ」有資格者 

                                 ➡一般社団法人日本応用老年学会提供の「ジェロ 

ントロジー検定試験」 

                                           

                                           

                                           

 

 

 

 
 

 

三つの老化現象

生物的老化
心理的老化
社会的老化

自然科学 社会科学

医学
生物学
心理学
など

経済学
政治学
社会学
など

高齢化による様々な問題を解明研究

老年学
（ジェロントロジー）

 

老年学を意識した事業運営

地域参加ができる
新しい仲間作りができる
安心安全な日常生活が送れる
生きがいと学びの場が持てる

活用事例

就業支援
独自事業・同好会
日常支援システム提供
各種講座・講習会・生涯学習提供

老年学と人材センター事業の融合

〇これからの高齢社会 生きがい就業
〇高齢期の健康 働くことによる健康の維持
〇高齢期の社会交流 孤独・孤立に陥らない世代間相互交流
〇老化予防・介護予防 外に出ての活動
〇高齢期の安心・安全と社会保障 年金＋αでの生活基盤
〇やさしい地域づくり 同好会活動などによる高齢者の居場所

提供など

シルバー人材センター

 

目
指
す
会
員
像

①マインドリセットができている
②ＥＱ（感情知能：心の知能指数）が高い
③人権意識を常に心がけている
④最大限のリスクマネジメント能力を持つ
⑤生涯にわたる学びを忘れない

※マインドリセット：過去の仕事の話をするより、心をリセットし、 

趣味の話で情報交換 

※ＥＱ：相手をリスペクトできるところを見つける 

※リスクマネジメント能力：聞いてなかった、知らなかった、忘れて 

いた、はＮＧ。予めリスクを想定してコントロールできる仕組みを 

事前に準備 


